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昔々、吉岡八幡神社の神主様が、ある年の暮れの12月14日､髪
を島田に結った花嫁を見初め、恋心と良心の間で苦しみ病を患わ
れました｡これを知った村人たちが島田髷の形をした飴を奉納し、
大層気に入った神主様が薬代わりに服用したところ、たちまち病
から回復しました。神主様は村人達に感謝すると共に、12月14日
を毎年の例祭日として「縁むすび」の神事を催すようになりまし
た。
当日は伝承の飴細工「島田飴」が限定販売され、これを求めて八
幡様に願を掛ければ翌年は良縁に恵まれると云い伝えられてお
り、昨年は1,500個の飴の引換券が30分で完売しました。
また、この謂れを再現した島田飴を奉納する花嫁道仲行列も必
見です。
■開 催 日／平成27年12月14日（月）
■時間、場所／10：00　島田飴販売開始（吉岡八幡神社）
　　　　　　 10：30　花嫁道仲行列

（吉岡中町商店街～吉岡八幡神社）
■関連ＵＲＬ：島田飴まつりＨＰ
　　　　　　　　http://www.shimada-ame.com/
■問い合わせ：島田飴まつり実行委員会（くろかわ商工会大和事務所内）
　　　　　　　　022－345－3106

良縁に恵まれる縁結びの神事
平成27年度　島田飴まつり
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宮城県（地域別）最低賃金 が改定されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 ７２６円 平成27年10月3日

年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
賃金が最低賃金以上になっているか、確認してみましょう。

最低賃金に関するお問い合せは、宮城労働局または最寄りの労働基準監督署へ

■ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
十
月
六
日
、
鳴
子
観
光

ホ
テ
ル
（
大
崎
市
鳴
子
）
で
開
催

さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
商
工
会

連
合
会
企
画
課
長
廣
田
実
氏
を
講

師
に
招
き
、「
経
営
発
達
支
援
計

画
の
認
定
状
況
と
今
後
の
商
工
会

の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
県

下
三
十
三
商
工
会
が
平
成
二
十
七

年
度
中
の
申
請
を
目
指
し
て
い
る

経
営
発
達
支
援
計
画
の
全
国
の
認

定
状
況
と
経
営
発
達
支
援
計
画
の

ポ
イ
ン
ト
、
計
画
が
国
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
活
用
可
能
な
補
助

金
の
概
要
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

更
に
、
今
後
商
工
会
が
直
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
①
新
た
な
支

援
事
業
や
復
興
関
連
事
業
の
追
加

と
求
め
ら
れ
る
成
果
へ
の
対
応

②
職
員
の
設
置
定
数
や
本
・
支
所

間
の
距
離
な
ど
に
よ
る
人
員
不
足

③
厳
し
い
財
政
状
況
の
三
点
を
挙

げ
、「
経
営
発
達
支
援
計
画
は
、

商
工
会
業
務
の
棚
卸
、
見
直
し
、

改
善
の
チ
ャ
ン
ス
。
現
体
制
で
効

率
よ
く
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で

ニ
ー
ズ
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
の
的
確

な
対
応
が
で
き
る
商
工
会
に
生
ま

れ
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。」
と
訴

え
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
計
画
の
認
定

を
数
多
く
受
け
た
他
県
の
取
り
組

み
状
況
等
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
会
長
会
議

で
は
、
商
工
会
補
助
対
象
職
員
設

置
基
準
に
基
づ
く
職
員
定
数
管
理

計
画
の
考
え
方
や
平
成
二
十
七
年

度
本
会
が
取
り
組
む
小
規
模
企
業

支
援
関
連
事
業
等
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
今
年
七
月
に
県

議
会
で
成
立
し
た
中
小
企
業
・
小

小
規
模
企
業
支
援
関
連
事
業
と

今
後
の
商
工
会
の
課
題

〜
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
〜

挨拶をする佐藤会長

会長セミナーの様子

規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
条
例
制
定

の
担
当
委
員
会
の
副
委
員
長

と
し
て
条
例
審
議
に
深
く
か

か
わ
っ
た
宮
城
県
議
会
経
済

商
工
観
光
委
員
会
副
委
員
長

菊
地
恵
一
氏
か
ら
、
原
案
作

成
か
ら
本
会
議
採
決
ま
で
の

経
緯
や
苦
労
、条
例
の
内
容
、

条
例
成
立
後
の
運
用
に
至
る

ま
で
詳
細
に
説
明
い
た
だ
い

た
。

この度、商工会関係で次の方々が宮城県知事より産業功労として受賞
されることとなりました。晴れの栄誉に輝かれたことをお祝い申し上げます。

平成27年度 文化の日表彰
栄えある受賞おめでとうございます

菊
地　

保
行
氏

（
栗
駒
鴬
沢
商
工
会　

前
会
長
）

渡
邉　

新
美
氏

（
遠
田
商
工
会　

会
長
）

増
田　

敏
昭
氏

（
村
田
町
商
工
会　

会
長
）

武
藏　

重
幸
氏

（
七
ヶ
宿
町
商
工
会　

会
長
）

第304号（2）発行　平成27年11月3日



転
資
金
又
は
設
備
資
金
を
別
枠
の

限
度
額
で
融
資
を
行
う
。

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
四
号

の
実
施

災
害
の
影
響
に
よ
り
売
上
等
が

減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
対
象
に
、
宮
城
県
信

用
保
証
協
会
が
一
般
保
証
と
は
別

枠
の
限
度
額
で
一
〇
〇
％
を
保
証

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
四

号
を
実
施
す
る
。

③
既
往
債
務
の
返
済
条
件
緩
和
等

の
対
応

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
商
工

中
金
、
信
用
保
証
協
会
が
、
返
済

猶
予
等
の
既
往
債
務
の
条
件
変

更
、
貸
出
手
続
き
の
迅
速
化
及
び

担
保
徴
求
の
弾
力
化
な
ど
に
つ
い

て
、
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
実
情
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

④
小
規
模
企
業
共
済
災
害
時
貸
付

の
適
用

小
規
模
企
業
共
済
契
約
者
に
対

し
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

原
則
と
し
て
即
日
で
低
利
で
融
資

を
行
う
災
害
時
貸
付
を
適
用
す

る
。

県
内
に
も
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
平
成
二
十
七
年
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

県
内
全
て
の
商
工
会
に

「
特
別
相
談
窓
口
」を
開
設
！

九
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け

て
発
生
し
た
台
風
十
八
号
等
に
よ

る
大
雨
（
平
成
二
十
七
年
九
月
関

東
・
東
北
豪
雨
）
は
、
県
内
に
お

い
て
も
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
冠

水
・
浸
水
に
よ
り
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
地
域
並
び
に

事
業
者
の
方
々
に
対
し
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
災
害
が
本
県
に
お
い
て

も
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

事
業
所
皆
様
の
相
談
に
対
応
す
べ

く
、
本
会
並
び
に
県
下
三
十
三
商

工
会
に
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
お
近
く
の
商
工
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
災
害
救
助
法
適
用
地
域
】

仙
台
市
・
栗
原
市
・
東
松
島
市
・

大
崎
市
・
松
島
町
・
大
和
町
・
加

美
町
・
涌
谷
町

【
講
じ
ら
れ
た
措
置
】

①
災
害
復
旧
貸
付
の
実
施

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
に
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
及
び
商
工
中
金
が
運

「平成28年度小規模事業者対策予算概算要求」が発表されました!!
9 月 1 日に経済産業省より平成28年度中小企業・小規模事業者政策概要が発表されました。昨年 6 月

に制定された小規模企業振興基本法並びに改正小規模支援法に伴い、平成28年度小規模事業対策概算要
求額は110億円に拡充、 2 か年で91.2億円（約 6 倍）と大幅に増加しています。

◇中小企業対策費全体予算
　　【平成27年度1,111億円 ⇒ 平成28年度1,370億円（前年度より259億円増）】
◇そのうち、柱となる小規模事業対策推進事業の大幅拡充を図る
　　【平成27年度46.5億円 ⇒ 平成28年度110.0億円（前年度より63.5億円増額）】
（小規模事業対策推進事業概要）
・改正小規模支援法に基づき商工会・商工会議所が新たに取り組む「経営発達支援計画」の認定件数が増え
ることが見込まれることから、その計画実施に伴う事業費が大幅に増額されています。
・小規模事業者持続化補助金など小規模事業者が商工会等と一体となって取り組む販路開拓支援事業費の一
部が当初予算に組み込まれました。

1．被災地の中小企業・小規模事業者へのきめ細か
な対応
○中小企業組合等共同施設等災害復旧事業（グルー
プ補助金）	 【事項要求】

2．経営支援体制の強化
○中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事
業（よろず支援拠点事業）	 【65.0億円（拡充）】
○中小企業・小規模事業者への事業再生支援
	 【60.0億円の内数（拡充）】
3．地域の小規模事業者の活性化
○小規模事業対策推進事業	 【110.0億円（拡充）】

4．販路開拓・海外展開の促進
○ふるさと名物応援事業	 【27.0億円（拡充）】
5．新陳代謝・事業承継の促進
○地域創業促進支援事業	 【19.0億円（拡充）】
○中小企業・小規模事業者の事業引継ぎの促進
　	 【60.0億円の内数（拡充）】
6．人材確保支援の充実
○中小企業・小規模事業者人材対策事業
　	 【25.5億円（拡充）】
7．資金繰り支援等
○認定支援機関による経営改善計画策定支援事業
　	 【20.0億円（新規）】

その他の主要な小規模事業者関係予算（新規・拡充された事業）
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山
元
町
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
と
し
て
、
商
店
街
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
「
や
ま
し
た
幸
街
堂
（
こ

う
か
い
ど
う
）」
が
山
元
町
山
下
地

区
商
店
街
に
九
月
十
八
日
㈮
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

亘
理
山
元
商
工
会
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
三
年
間
、
山
元

地
域
の
商
店
街
活
性
化
を
目
的
と

し
た
「
新
商
店
街
活
動
推
進
事
業
」

水
洗
ト
イ
レ
の
入
れ
替
え
等
の
改

装
を
行
い
、
地
域
住
民
や
サ
ー
ク

ル
等
の
方
々
が
気
軽
に
使
え
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
出
す
他
、
そ

ろ
ば
ん
教
室
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開

講
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

山
下
地
区
商
店
街
に
は
、
最
盛

期
に
約
六
十
店
舗
あ
っ
た
商
店
も
、

震
災
の
影
響
に
よ
る
人
口
減
少
や

高
齢
化
率
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、

現
在
で
は
約
二
十
店
舗
ま
で
激
減

し
、
商
店
街
組
織
も
解
散
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
こ
の
「
や
ま
し
た
幸
街

堂
」
を
子
育
て
世
代
や
地
場
産
品

開
発
等
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
な

検
討
を
続
け
る
と
と
も
に
、
他
の

三
事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
地
域
商
店
街
に
か
つ
て

あ
っ
た
賑
わ
い
を
再
び
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
松
島
市
野
蒜
地
区
の
農
業
法

人
、
有
限
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
な
る

せ
（
安
部
俊
郎
社
長
）
は
、
平
成

十
八
年
、「
農
地
を
守
り
、
地
域

と
共
に
発
展
す
る
経
営
体
を
目
指

す
」
を
基
本
方
針
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

震
災
で
は
耕
作
農
地
に
深
刻
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、メ
ン
バ
ー

の
奮
闘
で
早
期
に
復
旧
を
果
た

し
、
今
後
、
法
人
化
を
目
指
す
地

域
の
農
業
者
の
手
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。

水
稲
、
大
豆
、
麦
、
他
に
各

種
の
野
菜
を
生
産
し
、
耕
作
面
積

は
県
内
有
数
を
誇
る
一
〇
〇
ha
と

やました幸街堂開所式の模様

六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法「
総
合
化
事
業
計
画
」認
定
企
業

自
社
生
産
の
農
産
品
を
活
用
し

新
商
品
開
発

㈲
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ
（
東
松
島
市
商
工
会
）

【企業概要】
事業所名：有限会社アグリードなるせ
代 表 者：代表取締役社長　安部　俊郎
所 在 地：〒 981-0411 東松島市野蒜字神吉 5-1
連 絡 先：0225-88-3645
Ｕ Ｒ Ｌ：https://agriead.jp/
設　　立：H18年 2月 2日
資 本 金：880万円
社 員 数：11名（H27.7 現在）

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
、
六
次
産
業
化・

地
産
地
消
法
「
総
合
化
事
業
計
画
」

の
認
定
を
受
け
、「
強
い
農
業
づ

く
り
交
付
金
」
を
使
い
、
約
二
億

円
の
総
事
業
費
を
か
け
て
、
平
成

二
十
七
年
八
月
に
無
洗
米
設
備
、

製
粉
設
備
、野
菜
乾
燥
設
備
、バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
製
造
設
備
を
備
え
た

農
産
物
処
理
加
工
施
設
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
（
ノ
ビ
コ
）（
東
松
島
市
野
蒜

字
羽
黒
五
十

−

一
）
を
建
設
し
ま

し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
「
の
び
る
バ
ウ
ム
」
は
、
自
社

生
産
・
自
社
製
粉
の
小
麦
と
県
内

産
限
定
の
卵
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ

て
お
り
、
結
婚
式
や
香
典
返
し
等

に
需
要
が
見
込
め
る
商
品
で
す
。

同
社
に
と
っ
て
は
、
製
品
製
造

は
未
経
験
の
部
分
で
し
た
の
で
、

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
東
松

島
市
商
工
会
が
連
携
し
て
、
Ｎ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
生
産
品
目
の
生
産
原
価

の
積
算
や
損
益
分
岐
点
売
上
高
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
順
調
な
立

ち
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
、
経
営

計
画
の
策
定
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

整
備
事
業
」、「
商
店
街
体
験
ツ
ア
ー

事
業
」、「
子
育
て
支
援
整
備
事
業
」、

「
食
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

整
備
事
業
」
の
四
つ
の
事
業
を
推

進
す
る
計
画
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る

「
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
」
を

実
施
、
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
の

拠
点
と
な
る
「
や
ま
し
た
幸
街
堂
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

「
や
ま
し
た
幸
街
堂
」
は
、
焼
肉

店
だ
っ
た
約
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
空
き
店
舗
を
借
り
て
、
無
料

で
利
用
で
き
る
給
茶
機
の
設
置
や
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
賑
わ
い
拠
点
づ
く
り

 「
や
ま
し
た
幸
街
堂
（
こ
う
か
い
ど
う
）」
オ
ー
プ
ン

亘
理
山
元
商
工
会

を
県
及
び
町
の
補
助
を
受
け
て
実

施
し
て
お
り
、
専
門
家
を
は
じ
め

地
元
事
業
者
や
行
政
、
地
域
住

民
、
若
手
農
業
者
、
子
育
て
世
代

の
女
性
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
々

で
「
新
商
店
街
活
動
推
進
事
業
委

員
会
」
を
組
織
し
、
今
後
取
り
組

む
べ
く
具
体
的
な
事
業
計
画
の
策

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、「
空
き
店
舗
等
を
活

8月に完成したNOBICO
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◆
取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ

当
店
は
、
蔵
の
町
並
み

が
残
る
村
田
町
の
商
店
街

の
中
心
部
で
大
正
十
年
に

創
業
。
創
業
当
初
か
ら
手

間
を
惜
し
ま
な
い
製
造
方

法
を
頑
な
に
守
り
、「
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ル
納
豆
」「
永

太
郎
納
豆
」
等
に
代
表
さ

れ
る
高
品
質
な
納
豆
を
製

造
販
売
し
て
い
る
。

近
年
の
米
飯
離
れ
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
納
豆
需

要
自
体
の
低
迷
等
に
よ

り
、
県
内
の
納
豆
業
界
は

倒
産
、
廃
業
に
よ
り
大
幅

に
縮
小
し
て
い
る
が
、
健

康
、
安
全
安
心
を
意
識
す

る
消
費
者
も
確
実
に
増
え

て
お
り
、
新
た
な
顧
客
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商

品
開
発
が
、
納
豆
業
界
に

も
要
求
さ
れ
て
い
る
。

◆
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

今
回
、
本
補
助
金
を
活

用
し
て
、
自
社
の
強
み
で

あ
る
こ
だ
わ
り
の
納
豆
を

活
用
し
て
、
新
商
品
の
開

発
を
行
っ
た
。

①
食
品
乾
燥
機
・
製
粉
機
の
購
入

宮
城
県
産
大
豆
の
納
豆
を
粉
末

化
さ
せ
る
た
め
、
ム
ラ
な
く
短
時

間
で
品
質
の
高
い
乾
燥
が
で
き
る

食
品
乾
燥
機
等
を
購
入
し
た
。

②
新
商
品
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
の
開
発

乾
燥
さ
せ
た
納
豆
粉
と
宮
城
県

産
米
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
納
豆
米

粉
麺
・
納
豆
米
粉
パ
ス
タ
を
日
本

で
初
め
て
開
発
。

◆
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果

食
卓
で
も
ご
飯
に
替
わ
っ
て
麺
類

の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

健
康
志
向
が
強
い
層
に
対
し
て
新
た

な
商
品
提
案
が
可
能
と
な
っ
た
。

納
豆
の
ネ
バ
ネ
バ
が
嫌
い
な
外

国
人
に
も
、
パ
ス
タ
な
ら
馴
染
み

易
く
、
海
外
市
場
も
視
野
に
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
今
後
の
展
望

大
沼
賢
治
副
社
長
は
「
更
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
、
地
元

農
家
と
連
携
し
、
村
田
町
ひ
い
て

は
宮
城
県
の
特
産
品
に
な
る
よ
う

な
新
た
な
商
品
開
発
を
図
り
、
一

次
産
業
の
振
興
や
地
域
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を

語
る
。

【企業概要】
事業者名：有限会社大永商店
代 表 者：代表取締役　大沼　永太郎
所 在 地：〒 989-1305
　　　　　宮城県柴田郡村田町

大字村田字町 98
Ｔ Ｅ Ｌ：0224-83-2034
Ｆ Ａ Ｘ：0224-83-2948
営業時間：9：00− 17：00
定 休 日：土 ･日曜 ･祝日
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.green710.net/

開発された納豆米粉パスタ

商店街の抱える問題・課題を解決するため、全国の先進
的な事例等を学び、魅力ある商店街づくりの一助に資する
ことを目的に講演会を開催いたします。多数の参加者をお
待ちしています。
◆テーマ　「商店街を強くする次の一手とは？

〜全国の成功事例に学ぶ〜」
◆日　時　11月17日㈫　13：00〜16：15
◆場　所　ホテルモントレ仙台
　　　　　仙台市青葉区中央4-1-8　℡022-265-7110
◆講　師　
　①㈱全国商店街支援センター
　　　　　　　　　　　　　事務統括役　久保田　明　氏
　②岡崎まちゼミの会　　　　　　代表　松井洋一郎　氏
　③みやのかわ商店街振興組合
　　　　　　　　　　　　　　専務理事　安田　俊樹　氏
◆聴講料　無料

【主催】宮城県商工会連合会

「地域商店街活力向上講演会」を開催

納
豆
屋
が
つ
く
っ
た
新
感
覚
の

納
豆
麺
で
販
路
開
拓

㈲
大
永
商
店
（
村
田
町
商
工
会
）

経営指導員の声
こだわりの製品作りが、全国
の顧客に支持されていると思
います。商談会等に積極的に
参加して新たな取引に繋がる
よう引き続きサポートしてい
きます。

村田町商工会　赤間 利明

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ①

⑴　総合的・先進的アドバイス
　①　強みを伸ばす売上拡大のアドバイス

販路開拓、新商品・新サービスの開発、新分野進出等の
支援が必要な事業者の方へ

　②　他機関が対応しない経営改善のアドバイス
困難な経営状況（売上不振、事業環境の激変、資金繰り窮乏、

債権の保全・回収問題等）を抱え、本格的・抜本的支援が必
要で、既存の支援機関では対応が難しい事業者の方へ

　③　その他のアドバイス
各種補助金の申請を希望する事業者、また、事業計画書

のブラッシュUPが必要な事業者の方へ

⑵　支援チーム編成等支援
経営改善計画、事業承継計画の策定が必要な事業者、新

連携、農商工連携、地域資源活用、経営革新計画の認定を
目指す事業者の方へ

⑶　ワンストップサービス
既存の支援機関と接点がなく、相談先に悩む事業者の方へ

よろず支援拠点の活用を！
売上拡大・経営改善等、事業者様がお悩みのあらゆる経営
課題に対応。お気軽にご相談ください。
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ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、と
そ

う
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。い

つ
も
仕
事
を
一
生
け
ん
命
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。仕
事
か
ら

帰
っ
て
来
て
も
、お
客
さ
ん
や

仕
事
関
係
の
人
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
、大
変
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

休
日
は
、い
ろ
い
ろ
な
所
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。こ

の
間
も
、映
画
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
家
の

中
の
壁
は
、お
父
さ
ん
が
ぬ
っ

て
く
れ
ま
し
た
。と
て
も
き
れ

い
に
ぬ
っ
て
あ
り
ま
す
。お
父

さ
ん
の
仕
事
で
は
、ペ
ン
キ
を

何
種
類
も
使
い
、そ
れ
を
組
み

合
わ
せ
て
色
を
作
る
そ
う
で

す
。ぼ
く
も
学
校
で
、絵
の
具
を

使
っ
て
色
を
作
る
の
が
好
き
で

す
。そ
の
中
で
も
む
ら
さ
き
色

が
好
き
で
す
。思
い
通
り
の
色

が
で
き
た
時
は
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。お
父
さ
ん
も
き
っ
と

同
じ
気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、ペ
ン

キ
屋
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
お
父
さ
ん
と
、一
緒
に
、

働
い
て
、お
父
さ
ん
の
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

和也さんと来海くん

佐さ
と
う藤

　
来ら
い
か海
く
ん
　
　

（
栗
原
市
一
迫
小
学
校
四
年
）

　

友
和
塗
装

一
迫
花
山
商
工
会
青
年
部　

佐さ
と
う藤　

和か
ず
や也
さ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

宮城県多重債務無料相談会を開催！宮城県多重債務無料相談会を開催！
多重債務問題に対応するため、事業者の方の無料法律相談会を12月に開催します。

●相談会日程
開催日 会場 定員 相談会の内容

12月 5 日㈯ 県庁 24名
※相談会は午前 9時30分から午後 4時30分まで
※相談時間は 1人当たり原則1時間30分とします。

（心の健康相談は別途）
①消費生活相談員等による面談（30分）
②弁護士又は司法書士による法律相談（30分）
③消費生活相談員等による事後相談等（30分）
☆希望する方は ｢心の健康相談｣ も受けられます。☆

12月 6 日㈰ 県庁 24名

●申込方法（事前予約制）
　　東北財務局金融監督第三課　電話　022−266−5703
　　予約受付時間　午前9時〜正午、午後 1時〜午後 5時（受付期間11月 9 日㈪〜 27日㈮）

●主催　　宮城県多重債務問題対策会議
●後援　　宮城県市長会・宮城県町村会　　　　●協力　　宮城県商工会連合会・仙台商工会議所

労働者（アルバイトを含む）を1人でも雇っている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する
義務があります。（農林水産の一部の事業は除きます。）

労災保険・雇用保険の加入手続きは、最寄りの商工会にご相談ください。

事業主の皆様、労働保険の加入手続はお済みですか？

〜 11月は労働保険適用促進強化期間です〜
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お問い合わせやご相談は、最寄りの商工会へご連絡ください

（7）第304号 発行　平成27年11月3日



し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
部
員
増
強
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
力
説
し
た
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
寒
川

福
見
さ
ん
が
輝
い
た
。

次
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

は
、
銀
座
「
ク
ラ
ブ
稲
葉
」
オ
ー

ナ
ー
マ
マ
、
㈱
白
坂
企
画
代
表
の

白
坂
亜
紀
氏
よ
り
「
銀
座
の
マ
マ

に
学
ぶ
人
間
力
！
女
子
力
！
ビ
ジ

ネ
ス
力
！
」
と
題
し
て
講
話
が
あ

り
、
華
や
か
さ
の
陰
に
あ
る
大
変

な
努
力
と
苦
労
話
に
、
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

来
年
度
の
全
国
大
会
は
、
商
工

会
青
年
部
女
性
部
組
織
化
五
十
周

年
記
念
式
典
と
し
て
、
福
島
県
に

て
青
年
部
、
女
性
部
同
時
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

臨
時
総
会
を
開
催
！

︱
県
青
連
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

計
画(

案)

が
承
認
さ
れ
る
︱

去
る
十
月
二
十
二
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
宮
城
県
商
工
会
青
年

部
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
、
県
青
連
が
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
五
十
周
年
記
念
事

業
の
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）、
実
施
に
伴
う
収
支

補
正
予
算
（
案
）
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
「
宮
城
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
」
は
平
成
二
十
八
年
二
月

十
一
日
（
祝
：
建
国
記
念
の
日
）

に
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

の
県
青
連
事
業
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
て
研
修
会
は
終
了
し
た
。

元
刑
事
が
教
え
る
！

ビ
ジ
ネ
ス
で
役
立
つ
ウ
ソ

（
人
間
心
理
）の
見
抜
き
方

︱
経
営
力
向
上
研
修
会
︱

去
る
十
月
二
十
二
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、
県
下
商

工
会
青
年
部
員
七
十
二
名
参
加
の

も
と
、
元
刑
事
で
㈱
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ

Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
代
表
の
森
透
匡
氏
を

講
師
に
迎
え
て
研
修
会
を
行
っ

た
。刑

事
約
二
十
年
の
経
験
が
あ

り
、
警
部
で
退
職
し
て
起
業
し
、

「
究
極
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
名
乗
る
異

色
の
講
師
の
講
演
は
、
政
治
家
や

詐
欺
師
、
横
領
犯
な
ど
多
種
多
様

な
人
物
の
取
り
調
べ
や
事
情
聴
取

と
い
っ
た
現
場
の
事
例
を
中
心

に
、
人
間
心
理
の
見
抜
き
方
を
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
役
立
つ
ス
キ
ル
と
し

て
語
ら
れ
、
参
加
者
は
そ
の
希
少

な
講
演
と
飽
き
さ
せ
な
い
話
術
に

終
始
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い

た
。続

い
て
、
県
青
連
の
活
動
報
告

に
つ
い
て
企
画
運
営
、震
災
復
興
、

情
報
の
三
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
担

当
す
る
副
会
長
か
ら
行
わ
れ
、
最

後
に
小
松
会
長
か
ら
総
括
と
今
後

第
十
七
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
が
十
月
七
日
、
東
京
都
渋
谷

区
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
、

本
県
参
加
女
性
部
員
三
十
名
を
含

む
、
全
国
三
千
二
百
名
の
部
員
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

六
名
の
代
表
者
が
発
表
を
行
っ

た
。本

県
の
森
田
静
子
さ
ん
は
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と

し
て
、
当
日
駆
け
つ
け
た
地
元
・

登
米
中
央
商
工
会
及
び
東
北
各
地

の
女
性
部
員
の
声
援
を
受
け
て

堂
々
と
発
表
し
、
優
秀
賞
を
受
賞

森
田
静
子
部
長
（
登
米
中
央
）

優
秀
賞
を
受
賞
！

︱
第
十
七
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
︱

講師の森透匡氏

臨時総会終了後、「団結宮城」のポーズ

全国大会で発表する森田部長

第304号（8）発行　平成27年11月3日


